
頁 行・図・式 誤 正

49 上から10行

86 式(8.10)

93 式(9.17)

上から8行

上から11行

上から12行 この仮定より，

式(11.23)

125
図11.19の
横軸

127 下から9行

143 上から9行 式(11.66)および式(11.67)のように 式(11.66a)から式(11.66c)のように

152 式(12.22)

156 下から3行 式(13.7)を式(13.4)に代入して 式(13.7)を式(13.5)に代入して

186

上から1行
～
2行

189 上から5行 これは二重わき出しと呼ばれる
わき出しとすい込みの位置を入れ替えると

𝑓(𝑧)の符号が変わる。これは二重わき出しと呼
ばれる

209
下から4行

目
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せん断応力𝜏𝑖𝑗は，式(9.4)より
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と表す。

𝜌で割った時間平均せん断応力は，式

(9.4)を参考に𝑣
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と表せる。

せん断応力と仮定し，同様に，
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せん断応力と仮定し，垂直成分も考

慮して，−𝑢𝑖𝑢𝑗 = 𝑣𝑡
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𝑘𝛿𝑖𝑗と表す。

また𝑘は後述の乱れエネルギー，𝛿𝑖𝑗は

クロネッカーのデルタである。この仮

定より，
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微分すると，
𝑑𝑓

𝑑𝑧
= 𝑈0𝑒

−𝑖𝛼となる。式

(14.23)と比べて，𝑈𝑟 = 𝑈0，𝑈0 = 0とな

る。

微分すると，
𝑑𝑓

𝑑𝑧
= 𝑈0𝑒

−𝑖𝛼 = 𝑈0 cos 𝛼 −

𝑖𝑈0 sin 𝛼となる。ここで下記のオイラー

の公式を用いた。式(14.22)と比べて，

𝑈 = 𝑈0 cos 𝛼，𝑉 = 𝑈0 sin 𝛼となる。
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Fr ≡ V 𝑔ℎ Fr ≡ V/ 𝑔ℎ
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